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万
九
千
社

立
虫
神
社

社

報

ま
く
せ
の
や
し
ろ

た
ち
む
し
じ
ん
じ
ゃ

神
戸
の
郷

か

む

べ

さ

と

第
九
三
号

令
和
七
年
春

［
発
行
］
三
月
吉
日

代
宮
家
（
錦
田
）

よ

こ

や

今
年
も
早
二
ヶ
月
が
過
ぎ
ま
し
た
。

境
内
に
は
梅
花
の
香
も
漂
う
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
万
物
の
生
命
が
芽
吹
く
季

節
を
迎
え
て
い
ま
す
。

神
社
で
は
今
月
末
に
生
き
と
し
生
け

る
も
の
、
そ
の
命
の
力
、
自
然
の
営
み
に

感
謝
し
、
秋
の
豊
か
な
実
り
を
お
祈
り

す
る
春
の
お
祭
り
を
奉
仕
し
ま
す
。

神
さ
ま
は
、
縁
あ
っ
て

神
立
千
家
に
暮
ら
す
全

て
の
人
々
を
「
氏
子
」

と
し
て
見
守
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。

ど
な
た
も
遠
慮
な
く
お
参
り
下

さ
い
。

今
季
の
祭

そ
の
一

三
月
二
十
七
日

（
木
曜
日
）

一
、

勧
学
祭

か

ん

が

く

さ

い

●
午
後
２
時

一
、
小
学
校
入
学
予
定
者

一
、
中
学
校
卒
業
者

立
虫
神
社
に
て
齋
行

祝
！
小
学
校
御
入
学

中
学
校
御
卒
業

こ
の
春
、
晴
れ
て
小
学
校
入
学
と

中
学
校
卒
業
を
迎
え
た
子
供
達
が
、

氏
神
様
に
そ
ろ
っ
て
参
拝
し
ま
す
。

神
前
に
、
入
学
、
卒
業
の
時
を
迎

え
た
こ
と
を
奉
告
、
感
謝
し
、
こ
れ

か
ら
先
の
心
と
体
の
健
や
か
な
成
長
、

勉
学
の
成
就
を
お
祈
り
す
る
も
の
で

す
。家

族
や
人
々
の
あ
ふ
れ
る
愛
情
を

受
け
、
育
っ
て
い
く
子
供
達
。
地
域

の
宝
、
未
来
を
担
う
彼
ら
彼
女
ら
の

健
や
か
な
歩
み
を
地
域
あ
げ
て
見
守

り
ま
し
ょ
う
。

こ
の
お
祭
り
に
は
、
氏
子
地
域
み

ん
な
で
、
子
供
達
の
成
長
を
支
え
て

い
こ
う
と
神
さ
ま
に
誓
う
意
味
も
あ

り
ま
す
。

※
御
参
拝
の
方

は
、
祭
典
開
始

１
０
分
前
ま
で

に
拝
殿
へ
お
上

が
り
下
さ
い
。

制
服
、
ス
ー
ツ

な
ど
神
前
で
礼

を
失
さ
な
い
服

装
で
結
構
で
す
。

※
玉
串
料
は
五
千
円
よ
り
お
気
持
ち
で
お

納
め
く
だ
さ
い
。
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※
平
素
、
神
社
維
持
費
（
氏
子
負
担
金
）
を

未
納
の
御
家
庭
の
お
子
様
で
、
皆
と
一
緒
に

御
祈
願
・
参
列
を
希
望
な
さ
る
方
は
、
三
月

二
十
二
日
（
土
）夕
方
ま
で
に
社
務
所
℡

（７
２
）
９
４
１
２
へ
御
連
絡
下
さ
い
。

※
都
合
に
よ
り
他
の
日
程
を
希
望
さ
れ
る

方
は
社
務
所
ま
で
お
申
し
出
下
さ
い
。

一
、

祈
年
祭

き

ね

ん

さ

い

（

と

し

ご

ひ

の

ま

つ

り

）

午
後
４
時
よ
り
立
虫
神
社
に
て

齋
行春

祭
り
の
中
心
と
な
る
祭
典
で
す
。

宮
司
以
下
の
神
職
が
古
式
に
の
っ

と
り
厳
か
に
奉
仕
し
ま
す
。
御
神
前

に
た
く
さ
ん
の
お
供
え
物
を
し
て
大

神
さ
ま
を
お
も

て
な
し
し
、
宮

司
が
祝
詞
を
奏

上
し
ま
す
。

祝
詞
で
は
今

年
一
年
が
良
い

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
稲
を
は
じ

め
五
穀
豊
穣
と
そ
の
豊
か
な
稔
り
に

支
え
ら
れ
た
工
業
商
業
な
ど
諸
産
業

の
繁
栄
、
人
々
の
幸
と
平
安
を
感
謝

し
つ
つ
御
祈
念
し
ま
す
。

当
日
は
氏
子
を
代
表
し
、
総
代
と

神
社
委
員
に
昇
殿
い
た
だ
き
、
心
を

込
め
て
玉
串
を
捧
げ
拝
礼
願
い
ま
す
。

※
氏
子
各
家
に
春
祭
の
神
札
、
御
洗
米

を
授
与
し
ま
す
。

当
番
の
方
は
、
午
前
七
時
三
〇
分
か
ら

午
後
一
時
ま
で
に
供
米
等
を
お
納
め
の

う
え
、
授
与
品
を
お
受
け
下
さ
い
。

今
季
の
祭

そ
の
二

五
月
四
日

（
日
）
み
ど
り
の
日

一
、

万
九
千
社

春
祭
奉
祝
祭

「「
大
な
ほ
ら
ひ

大
な
ほ
ら
ひ
」」

●●
午
前
１
１
時
～
午
後
４
時
頃

万
九
千
神
社
及
び
周
辺
広
場
、

駐
車
場
に
て
齋
行

別
紙
チ
ラ
シ
を
ご
覧
下
さ
い
。
午

前
十
一
時
の
神
事
に
は
じ
ま
り
、
出

雲
神
楽
や
音
楽
、
書
道
の
奉
納
行
事

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
催
し
物
、
飲
食
の

出
店
な
ど

盛
り
だ
く

さ
ん
。

最
後
は

恒

例

の

「
お
餅
撒
、

お

菓

子

撒
」
を
盛

大
に
行
い

ま
す
。
皆

さ
ん
お
楽

し
み
に
！

（
昨
年
の
餅
撒
き
の
様
子
）

（
文
責

宮
司

錦
田
剛
志
）


